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AIiSTRACT

TheaiJnOrthispaperistocomparetheEMGpattemsandRespかationpatternsintheRyukyuarLttaditionaJ

daTLCe,theJapanesetraditionaldanceandthelndiantTaditional血nce.ThedaJICemotionortwistandturnwere

electromyographicallyexamined.Thesubjectswereprofessionaldancers.andonebyone.Thesubjectsper-

formedthesamemotionsineachdances.AndEMGrecordingsW'erernadewith6channelelectroencephalo･

grapttutilizingsurfaceelcct10des,I0mmindiameter.

TheresultsobtairLedweresummari之edasfallows:

1)InRyukyuandanceM.pectoralismaj8l,M.obliquusexternusabdominis,M.rectusabdominis,M.erectsp.

(L.5)ShowcontinuollSelectricdischargeinmotionoftwistarLdturn.Andatrespiration,expirationisIons

comparativelyandirregularpattem.

2)JnJapanesedaJtCeattdJndiaJldaJICe,mainLy,M.trapezius,M.erect.sp.(L.5)ShowcontinuousdischaJgein

motionoftwistaJtdttlrn.Andrespirationisregdarpattern.Especiallyinlndiandance,comparedwithother

twodances,EMGpatternshowsstrongelectricdischarge.

は じめ に

前回 (1979)は､琉球舞蹄とインド舞純の軽快に踊る

舞踊作品の中から ｢手ぶり｣｢足どり｣動作について,そ

の妬放電パターンを検討した｡

上肢前群は ｢手のこねり｣｢手首のねじり｣｢指の屈曲｣

｢両手の波動｣動作､下肢筋群は､｢足ふみ｣｢味のふみな
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本研究は､昭和55年rA:史郎'h叶'I':研究鮪JJ力食(一般肝妃C)諜店番サ558049

による研究報P,-･の一杯である｡

らし｣｢足拍子｣｢足の変差｣｢両足魂ずらしまわり｣を主と

した二者の表現 リズムの傾向性をみた｡

今回は､新らたに日本舞踊を加えて､三者間の比較を

行なうと共に､各舞踊動作の肉体の触位のしかた (から

だ使い)について検討することにしたい｡

したがって､ゆっくり､ねぼって糞塊する舞踊動作に

蛇点をあて､主として体幹 (Body)の"腰部のねじり･ひ

ねり動附-(腰入れ ･ガマク入りなどと称する腰使い)お

よび'̀まわり動作 ●'について実験を行なうことにした｡

本稿は､体幹筋群の前面部と背両部の6校についてそ

の筋放'l･E パターンと動作時における呼吸パターンを測定
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がみられ、主に、大胸筋、外腹斜筋および体幹起立筋の

三筋に比較的強い筋放電が現われている。

日本舞踊動作では、僧帽筋と体幹起立筋が持続放電を

示している。

インド舞踊動作では、日本舞踊動作と同様僧帽筋と体

幹起立筋に強い持続放電がみられる。

いわ'q)る、琉球舞踊動作の腰づかい（ひねり）動作で

は、大胸筋と外腹斜筋が主として用いられるのに対し

日本舞踊動作やインド舞踊動作では、僧帽筋と体幹起立

筋が働いている。すなわち、琉球舞踊動作が体の前面部

にある筋群を使っているのに対し、日本舞踊・インド舞

踊動作では背面部の筋群を主に使用していることが推察

される。したがって、琉球舞踊動作の体幹（上体）のひ

ねり（腰づかい）動作では、大胸筋を用いて肩を水平に

下降させ、しかも前面にずらした状態で動作を行なって

おり、これは、僧帽筋を使って屑を後方（背面）にずら

す状態で動作が行なわれる日本舞踊・インド舞踊動作の

二者との相違点としてあげられる。

また、下腹部の収縮では、腹直筋に持続放電がみられ

る琉球舞踊動作に対して、日本舞踊・インド舞踊動作で

は、腹直筋の持続収縮があまりみられない。この点は動

作の表現性を特色づけている所と考えられる。

要するに、日本舞踊動作の「胸でおどる」といわれ、

“腰を入れて、肩をおとし、胸を使い”上半身で、くれ

たり、ねじったり、まげたりする表現、上半身をしなや

かに波うたせる表現、を特徴づけているとみられよう。

することにより、各舞踊の表現リズムパターンの特性、

および｢からだ使い｣｢呼気と吸気の長短｣の三者間の比較

をすることを目的としている。

研究方法

１．対象：琉球鎌liii・日本舞踊およびインド郷lliljについ

て上級者各１名を対象とした。

２．動作の種類：琉球舞踊「伊野波節｣(Nufabushi)、

日本舞踊「鷺娘｣(Sagimusume）インド舞踊「シバ神の

踊り」（Shibagami-no-odori）から、“ねじり動作,．

（腰入れ・ガマク入り動作)、．,まわり動作，,を主とした

７種類を抽出した。

３．記録方法：筋迩図は８channalpenwriting妃co

derを用い、被験者の左側体幹筋群一大胸筋（Ｍ・pecto‐

ralismajar)、僻帆筋（Ｍ・trapezivs)、外腹斜筋

（Ｍ・obliquusextemusabdominis)、腹直筋（Ｍ、

rectusabdominis)、第５腰椎部の体幹起立筋（Ｍ・ele

ctspinal)、広背筋（M1attissimusdorsi）のそれぞ

れについて、表面迩極法を用いて導出し、同時にサーミ
汗.】）

スター呼吸ピックアップ・でu乎吸を記録した。

４．フイルム収録：３５mml搬影機を脳波計に接続してスト

ロボ撮影を行なった。

５．実験期日：1980年４～６月

結果と考察

１筋放電（ＥＭＧ）パターン、および呼吸

パターンについて (2)まわり動作におけるＥＭＧパターンについて

琉球舞踊動作（図４）、日本舞踊動作（図14)、インド

舞踊動作（図16）についてみると、

琉球舞踊動作では、僧帽筋、外腹斜筋、体幹起立筋に

持続放電が現われており、日本舞踊動作では、僧帽筋と

体幹起立筋に特続放電がみられ、「まわり動作｣の始めに

外腹斜筋が放電を示している。いわゆる、外腹斜筋の放

電については、琉球舞踊動作では動作中に比較的強く持

続放電している。一方、日本舞踊動作では、まわり始め

の時点のみ強く放電しており、両者共「まわり動作」の

始めに外腹斜筋が放電を示す共通点がみられる。

インド舞踊動作では、憎帽筋と体幹起立筋が終始強い

持続放近を示し、「まわり動作｣を行なう際、外腹斜筋を

用いないで動作を行なっており、腰部の強いひねりやね

じりがあまり行なわれていないことが推察される。

琉球舞踊動作、日本舞踊動作、インド雛1iiimli作の筋放

電・呼吸パターンの結果を図１～７，図８～14、図15～

21に示す。

２諸動作の筋放電パターンの特性

(1)体幹（上体）のひねり動作(腰入れ、ガマク入れ）
のＥＭＧパターンについて

琉球舞踊動作（図１）「あわんの手｣、日本舞踊動作

（図10）「からだねじり」、インド舞踊動作（図18)｢両手

の上下〈ねり」の三者についてみると、

琉球舞踊動作では、大胸筋、僧唱筋、外腹斜筋、腹直

筋、体幹起立筋、広背筋のすべての導出筋群に持続放電

注１）サーミスターI1fUliピックアップＭＴＲ－ＩＴＡＮＩＩｌＯＮＫＯＨＤＥＮ

－７８－



金城・花城：鎌踊動作の表現リズムにＩｌＵする研究〔Ⅱ〕

３諸動作の呼吸パターンの特性 呼気を行ない、前面部の外腹斜筋と背面部の僧帽筋に強

い持続放矼がみられ、「マーター」（写真④～⑤）の動作

に移る際に、背面部の僧帽筋の放ilnが｣上り、深い呼気と

軽い吸気１１１１線がみられ、上体を倒し(⑥)、右足を曲げて

左足を左へ摺りだす際（人形振')）に強い呼気がみられ、

他の動作との相違点がみられる。

琉球舞踊動作（図①②③④⑤⑥⑦)では､呼気に移ると

除々に呼吸曲線はなだらかになり、その後数秒間フラッ

トな線を描く。いわゆる、ゆっくり息をはきながら、途

中で息をつめた状態を保つ呼吸の仕方である。

日本舞踊mll作（図⑧⑨⑪⑪⑫⑬⑭）は、呼気と吸気が

交互にほぼ同ＩⅡ隅で現われ、普通時の呼吸パターンと類

似している。さらに、呼気と吸気の長さを比較してみる

と、呼気がやや長く、曲線もなめらかに描かれている。

インド舞踊動作（図⑮⑮⑰⑱⑲⑳⑪）は、日本舞踊動

作と同様、リラックス時の呼吸パターンにHIi似している。

しかし、曲線の山がはっきりしておI)、呼自(と吸鉱が交

互にリズミカルに現われている。

(2)日本懸師動作について

図13の「おすべり」動作についてみると、両手を上に

あげて正面ｌｆ１き（写真①)で、軽い11平気がみられ、腰おり

動作(④)の際、膝をまげて足をすべらしながら軽い呼気

と共に上体をねじり、右、左とくり返し、般後に左斜を

向いて膝をまげて(⑧）“こし入れ”動作で擬い呼気を行

ない“ポーズ､，の際、軽い呼気状態で持続する呼吸曲線

がみられる。

筋放祗では､｢こしおり」の際に前面部の外腹斜筋に弱

い持続放fuが見られ、背面部の１W鯛筋と体幹起立筋の持

続放迩が②～⑧の動作にみられる。主として、背面部の

２筋を用いて舞踊動作が行なわれていることが特性とし

てみられ、」芝述したように、呼吸曲線は、琉球舞踊と比

較してⅡ乎欠と吸気が平常時における呼吸曲線に近いパタ

ーンを示している。これらの結果は、図８～14の諸動作

においても共通的な特性としてあげられる。

４舞踊動作と呼吸曲線および筋放電パターンの関連性

(1)琉球舞踊動作について

琉球舞踊動作「あわんの手｣(図①）についてみると、

女立ち（写真①）－illj足を揃え(②)、左腰を入れながら

やや深い吸気曲線があらわれ(③)、左足を斜めに摺り出

す(④)、時に軽い呼気を持続し、この呼気の状態は、左

斜への腰のねじり(⑤)、と方向転換及び左へ突く（⑥)、

動作に及んで持続され、突き終って上体を常位に保ちな

がら(⑦)、軽いI]平気が行なわれ、一連の動作“左ガマク

入り”を行なっている。さらに、“右ガマク入り”動作

(⑧～⑬)も、動作と呼吸'''1線は￣左ガマク入り．,動作と

同様なパターンを示している。

軽い呼気の連続性（やや息をつめている状態）は、腰

をぐっと入れて、体を変換させる場合に行なわれている。

この時、筋放祗は、主として、体幹の前面部の大胸筋と

外腹斜筋に、また、背面部では体幹起立筋に持続放電が

みられるとおりである。

以上の結果は、「Viりす仁の手｣動作（図２）の後半部、

「うらみていん」IIilj作（図３）の左足の摺り'１}しと､｢腰

入れ（ガマク入り）左斜前への体の変換､｢ちゃ－みの手」

動作（図５）の後､'4部および（図６，７）の1111)作におけ

る、ゆっくりと膝を曲げ、足を摺り出し腰部をまげる（ガ

マク入り）勤作の場合も同様な呼吸Iill線と筋放迩パタ

ーンを示し、“忠をつめて…重心を下降し….腰のひねり．

ねじI)をゆっくりねばって行なう動作”における特徴と

してあげられる。

また、「ハイヤマーター」動作（図４）の場合、膝を

曲げ、面を左にlrIけながら体を後方へ1(Ｉける励作で縫い

(3)インド灘踊動作について

「斜上下のnlIi手のひねI)」動作（図17）をみると、体

前から両手を開く(写真①)で軽いⅡ平気の1111線がみられ、②

で吸気を行ないながら斜上下にiihj手を{Illばし、③④の両

手ひねり1IMI作で呼気の曲線がみられ、日本舞踊と同様、

平常時に近い呼吸曲線で動作が行なわれているのが特徴

としてみられる。

また、筋放地では、前面部の外収斜筋に持続放電がみ

られ、ffiii部では主として僧幌筋の強い持続放電がみら

れる。これらの結果は､図16～21の諸動作にも腹直筋を用

いないで動作が行なわれる類似したIWilｲﾘがあり、動作を

行なう際における呼吸曲線と筋肉使いは、日本舞踊とや

や同傾|(1がみられ、琉球舞踊と相逸する点である。

しかしながら、呼吸曲線では現１１１１性をもち、呼気．吸

気の1歌Miの誰かあまりみられない特徴としてとらえるこ

とができる。また、図１５「シバ神のポーズ」では、固定

した、安定した辿続曲線が呼吸と筋放Niのパターンに現

われている二とは特筆されよう。
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まとめ 本舞'１m、「体関節で表現する」インド舞踊といわれる各

舞踊の表現特性を、今回の体幹の筋放麺パターンと呼吸

曲線からほぼ明らかにする手がかりを得たといえよう。(1)「ひねり動作｣時の筋放遜は、琉球舞踊では、大胸筋

外腹斜筋、体幹起立筋に持続放遜が現われ、日本舞踊お

よびインド舞踊では、僧帽筋、体幹起立筋にそれぞれ持

続放電がみられる。

(2)「まわり動作｣時のＥＭＧパターンは、琉球鋒1Miでは

僧帽筋、外腹斜筋、体幹起立筋に、日本舞踊やインド舞

踊では、憎柑筋と体幹起立筋に、主に、持続放施が現わ

れている。

(3)琉球舞踊動作の呼気の途中で`､息をつめる雨Ⅱ乎吸法

は、前述した､「まわり動作」や「ひねり動作」時にみら

れる筋放遜一前面部の大胸筋、外腹斜筋、腹直筋、背面

部の体幹起立筋の４つの筋肉の持続活動一との関連性か

ら生みだされるパターンとみることができる。

(4)日本舞踊動作とインド舞踊動作の呼吸法は、比較的、

日常時におけるⅡ平気と吸気の規則性に類似した傾l(１１を示

し、諸活動時にみられる筋放電は、背面部の腹直筋、体

幹起立筋が主として用いられ、腹部を強く収縮させて行

なう動作ではない点で琉球舞踊動作との差異がみられる。

特に、インド舞踊動作は、他の二者に比べて、筋放電

に強い持続枚112がみられ、呼吸曲線は、呼筑・吸気の山

が明瞭に現われていることは特筆され、これは、1979年

の結果にもみらｊしたように、関節部位を使用した、動作

の形態性をはっきり現わす表現の特質としてみることが

できる。

以上の結果、

「体（腰）で表現する」琉球舞踊、「胸で表現する」日

今後の課題

今回は、琉球舞踊、日本舞踊およびインド舞踊におけ

る、舞踊動作と筋放麺、呼吸との関連性をみることによ

って、舞踊動作時の体幹（からだ使い）の表現リズムの

傾向性を検討した。今後は、舞踊時における回転、跳躍

などの振り．動作の関連性による舞踊表現動作の特質性

について追究したい。

付配

本研究をすすめるにあたって、被験者の鵬袋君子、若

柳美之介、シバ龍舞の三氏並びに実験にご協力下さった

琉球大学保鰹学部生理学教室の尾尻義彦氏に対し紙上を

もってＩｌｊ１くお礼申しあげます。
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Fig.１左．右腰のねじり動作「あわんの手」

(琉球舞踊）

僧帽筋を除く各筋に持続放電が現われている。特に、大胸筋と外腹
斜筋の筋放遜が強い。呼吸曲線は、浅い呼気の後フラットな状態を示
している（写真５～８）。
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Fig.２左右交差、右手左上あげと腰のねじり動作「ゆすに－の手」

(琉球舞踊）

各筋に持続的放迩がみられ、比較的、大胸筋と外腹斜筋に強い放電

が現われている。呼吸は、上体のねじり動作時（写真４～６）に､なだ

らかな線を描いている。
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Fig.３左手あごあて、左腰のねじり動作「うらみていんの手」

（琉球蜂踊）

動作中(写真２～６)呼吸曲線はフラットを示し、無呼吸の状態を現
わしている。筋遜図は、主に、僧帽筋に強い持続放祗を示し、その次

に、大胸筋、外腹斜筋が持続的に作用している。また、腹直筋、起立
筋、広背筋にも弱い持続放電がみられる。
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「ハイヤマーターの手」（琉球舞踊）

各筋に持続的放電が現われている。そして、深い呼気後（写真４）、

憎岨筋の放電が除々に止んでいる。
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「ちゃ－み－の手」（琉球舞踊）

憎帽筋を除く他の各筋に持続的放電がみられ、中でも外腹斜筋の放

電が強い。一方、呼吸'''１線も、図２と同様に、浅い呼気後(写真３～７）

除々に、なだらかな線を示している。
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Fig.６右まわり、右腰ね上I)、右手首ねじり動作「アヌンゾヨーの手」

（琉球舞踊）

呼吸曲線は、浅い呼気後(写真４）なだらかな線を描いている。筋電
図は、僧帽筋を除く各筋に持続放電があり、主に、大胸筋、外腹斜筋、
および体幹起立筋が働いている。
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（琉球舞踊）

呼吸曲線は、浅い呼気後、上体のひねI)時において（写真４－７）、

フラットな線を描いている。一方、ijjllLlmでは、各筋に持続的放ｆｕが

みられ、特に憎帽筋の枚↑uが強い。
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Fig.８左袖口を右手に合わせ、腰を曲げねじる動作「寒いしぐさ」

（日本舞踊）

呼吸は、呼気曲線がなだらかで、時間的にも吸気より長い。筋放電

は、僧帽筋および体幹起立筋に弱い持続放電が現われ、上体をひねる

時(写真２～３）大胸筋にわずかな放電を示している。
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Fig.９後にさがりつまづく、右まわ')、ねじり動作「オコツキ」

（日本舞踊）

筋電図は、僧帽筋、体幹起立筋に弱い持続放電がみられる。一方、呼

吸曲線は､図８と同様､呼気時に、ゆるやかな曲線を示し、時間も長い。
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Fig.１０右腰ねじり、のびる動作「雪はらい」

（日本舞踊）

主として、僧Ill同筋と体幹起立筋に持続的放迩が現われ、上体の軽い

ひねり時(写真②～③)に、わずかに外腹斜筋の放迩がみられるさらに、

ひねり動作をもどす時点(写真③～④)に広背筋に放電がみられる。呼

吸は図９と同様なパターンを示している。
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Fig.１１右腰おりねじり、ひざまげ動作「体ねじり」

(日本舞踊）

図10と同様、僧''1圓筋と体幹起立筋に持続放迩が現われている。呼吸

は、呼気・吸気が規則的仁示さｵL、呼吸の深さにおいてもほぼ一定し

ている。
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Fig.１２左手あごあてた腰ねじり動作「すねる」

（日本舞踊）

図11と同様に、＿上体をわずかにねじる動作で、筋放111パターンおよ

び呼吸1111線パターンも類似している。
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Fig.１３両手あげ右足ひき腰ねじり動作「おすべり」

(日本舞踊）

足を後に引いて重心を下降する時（写真２，４，６）に、呼気曲線を示

す。筋放電は僧帽筋と体幹起立筋に持続放電がみられ、わずかに外腹

斜筋にも持続放電が現われている。
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筋放地では、僻１１１筋と体幹起立筋に持続的放ｉｕを>,くし、左'1リヘまわ

')始める時(写真１～３）に外腹斜筋も働いている。呼吸は、しりるやか

な呼父llll線が現わﾉL図13に似たパターンを示している。
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Ｆｉｇ．１５右足立ちひざまげ伸ばし腰おとし動作「シバ神のポーズ」

（インド舞踊）

筋放巡は、胆I/〔筋を除く各筋に持続放地がみ'Pフル特に、大胸筋と

体'鉾起立i，【jの枚１１Zが強い。呼吸曲線は、呼安（・吸2(がIU)確でないなだ

らかな線を示している。（写真１～６）
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Fig.１６Ｉｄｊｆ開いてその場まわり（左、右）動作

(インド嫌IMI）

勤作中（`'j:！`111～8)、１W*|Ｉ筋と体幹起並筋に強い持続M〔地がみらﾉしる。
呼Iﾘﾘiは呼父と吸力(か廊い時'１１１で交互に行なわﾉしる現MII的な'''１線を>I《し
ている。
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Fig.１７左ひざまげ、左腰ねじり動作、iilj手斜上下ひね'）

（インド舞踊）

終始､(写真1-4）IWlMl筋の強い持続的放晒がみられる。また、外腹

斜筋および起立筋にも弱い持続放電が現われている。呼吸については、

呼気がゆるやかな'''1線を示し、かつ、時間的にも隆いパターンを示し

ている。
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Fig.１８ひざまげ伸ばし体側ねじり両手上下〈ねり動作

（インド舞踊）

僧帽筋および起立筋は、やや強い放電を持続的に示し、外腹斜筋は

弱い放電を示している。一方、大胸筋、腹直筋はほとんど筋放電が現

われてない。呼吸については、下降する動き（写真１，４，５）の時は呼

気、上昇時(写真２，３，６）では吸気曲線を示している。
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Ｆｉｇ．１９ひざまげ体１１(ﾘのねじり、両手の波動動作「ヘびの動き」

（インド舞踊）

主に、憎帽筋が持続的仁かつ強弱のリズムをもって放電が現われて

いる。外腹斜筋、起立筋、広背筋については、ほぼ同期して筋放電を

示している。また、呼吸曲線は、図16のまわり動作時にみらｵしるパタ

ーンー呼気・吸気がほぼ同間隔で現われる－を示している。
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Fig.２０両ひざまげのばし、両手首ねじりまわし動作

（インド舞踊）

呼吸は、図17の両手斜上下ひねり動作時と似たパターンを示し、筋

放電では、大胸筋と僧帽筋が相反的に強く作用し、前者は、上昇中の

動作(写真２～４）に現われ、その後、後者の憎幅筋が放電を示してい

る。
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Fig.２１ひざつき両手の波動と足交差のばし動作「けむりが立ちのぼる」

（インド舞踊）

主として、大胸筋と僧帽筋が持続的に強い放電を示し、起立筋が前

者にほぼ準じ、他の三筋（外腹斜筋・腹直筋・広背筋）は、極めて放

電が弱く、腹直筋は、動作中(写真２～９)ほとんど用いられてない。

呼吸は、立ち上がり動作後、吸気よりもⅡ平気が長くゆるやかな曲線を

示している。
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